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地区の絵的

生産雛醒

蟷段蝿灘齢移騰段饗1
（1舗）　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

地区で使用できる

社会膿醜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

騰段蜷獺手段騨費手段響1
（螂門〉

①　現有の生産的固定資産の減価償却を除外する。

②建築業の生産物のうち非生産的な建設は、社会的生産の申

　　では1∬部門の生産に算入する，したがって、それは使用

　　可能な消費手段の分配において固定資産蓄積を実現するた

　　めの社会的生産物である。

L

両部門の生塵過程申の

物質消耗の補填部分

生藤的基本建設に＿＿

使用する部分①

生産手段ストックの

増大に使用する部分”一

非生産的基本建設

に使用する部分②一

消i費手段ストックの

増大に使用する部分im

消費に使用する部分

　固定資産蓄積の実現のため

→の祉会的生産物

　　流動資産蓄積の実現のため

→ の社会的生産物

社会的鰯韻

個入消費

王部門の個人

消費

II部門の個人

消費

粧齢舗
鋼人瀕

蓄難金として

闘する絵的

蟷物

瀕齢として
使用する社会的

生産物

地区が使用する

絵的雛勤
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難区に発生した支払能
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地区経済綜合バランスの若干問題
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地区経済綜合バランスの若干問題
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地区経済綜合バランスの若干問題
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地区経済綜合バランヌの若午問題
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労働生産性の計算についての若干の方法論的問題

計性り
方の’労
法計ま働
上算た生
のに長産
問つ期性
題いには
がてわ　’
あはた経
る’つ済
が多て学

’

く論あ
本の争る
論複のい
文雑あは
はなつ統
統経た計
計済聞学
学理題の
の論で重
観上も要
点のあな
か・る研
　　　　　

産統産あ

璽嘉嚢

産　 2

募業〕
聲

写

讐

磐

謬

姦

論

ず連た件の・お則と産す
きしつが状以こ的み物る
・ あてあ況上なにあ中こ
具つはるは’わはう全と
体て’°もいれそ゜国を
的統かしつくるのす支保
に一なかとつわ地な援障
そ的らし複かけ区わのす
のなず重雑のでのちたる
地全実要で地あ農’め条
区国際なあ区る業この件
　　　　　　oの民のこり綜
状経状と’合
況済況はさバ
をのか’らラ
分体ら地にン
析系出区考ス
すを発綜慮の
るなし合す類
とす。バベ型
いと各ラきを
うい地ン多あ
こう区スくげ
と原がののた
で則相編要が
あに互成因’
るもににや実
゜と関あ条際

おの地の
よ地区も
び区外と
軽に移に
工お出’
業け任そ
のる務の
生消を地
産費達区
力水成の
水準し農
準のた業
の向の・
範上ち軽
囲はの工
内’残業
で原額生

よ能くマま　概働にすと　ばあはさわ
び性｝ルた各念生こる労労ある計すた労
作の労ク労生を産のこ働働いと量とし働．一
用発働ス働産も力ゆと強生もき上いは生
能展者は生部ちとえを度産あはにう’産　労
力段の’産門い商に要を力る相お字前力　働
　　　　　　’品’求均とが対い義者とに階熟r力お　　　　　　　　　　　　　　　　　　生よ・練労とよ労価マす一労゜的て上は労　産
っ生の働労び働値ルるな働　なもの労働　力
て産平の働企生のクが・生　　　　　　　　　　　　　も差差働生　と’ 過均生生業産関ス’比産　の異異の産　労
ま程度産産の性係は後較性　でが’だ生性　働
たの・力性労のをr者可の　　　　　　　　　　　　　ああけ産と　生
自社科はの働概論資は能差　　　　　　　　　　　　　りるで能は産然会学多差生念じ本こな異　

’ とな力同　性
諸的お様異産はた論の労は　ま考くを一

に・そ情い準い’一を練者　き゜容・の
よ諸のにだをなす巻お度は　　　　　　　　　　　　　にもに後と
つ生技よす対かべ第こと異　はつお者す
て産術つこ比つて一な労な・
、’ 手学てとすた労篇わ働る
規段的　がるの働にな強労
定のななでさで生おい度働
さ範応かきいあ産い゜に熟
れ囲用んるに　る、力てま換練
てお可ず゜も゜の労さ算度
233

純といはる
理もて労意
論こも働見
上の。のが
だ差と効あ
け異き率る
のはにをが　、　　　　　　　　　、

う性
と水
す準
るお
もよ
のび
でそ
あの
る動

゜

態

　を
　測
　定
　す
　る
　若
　干
　の
　方
　法
　論
　的
　原
　則
　を
　論
　じ
　よ


